
市民対話集会開催記録 

団体名 鹿田自治会（町内会長） 実施日 令和５年５月２１日（日） 

実施場所 鹿田学習等供用施設 参加人数 ２５名 

 

【主な内容】 

・憩いの家の方向性 

・自治会加入の現状・課題 

 

【対話内容（抜粋）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「さかえ荘」と「さくら荘」は、一定数の利用者があるため当面存続する方

針です。（「ふたば荘」は、利用者が少ないことから令和７年度に廃止予定） 

ただし、施設の老朽化は進んでいるため、利用実態を注視しながら、意向調

査などを行い、今後のあり方を検討していきます。 

憩いの家について、今後の方向性を教えてください。 

鹿田は 8,100 世帯あり、そのうち自治会に加入しているのは 4,000 世

帯です。役が回ってくると自治会から脱退してしまう方もおり、自治会加

入に何のメリットがあるのかと聞かれることもあります。このような状況

をどうお考えでしょうか。 

「さかえ荘」と「さくら荘」は、一定数の利用者があるため当面存続する方

針です。（「ふたば荘」は、利用者が少ないことから令和７年度に廃止予定） 

ただし、施設の老朽化は進んでいるため、利用実態を注視しながら、今後の

あり方を検討していきます。 

自治会への加入は任意ということもあり、自治会加入率の減少は全国的な課

題となっており、地域のつながりの希薄化への危機感が高まっています。 

自治会が抱える課題について情報共有を行い、地域のみなさまと話し合いな

がら、その問題を解決する糸口を見つけていきたいと思っています。 


